
2

年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
二
〇
一
九
年
の
新
春
を
、
町

民
の
皆
様
と
と
も
に
迎
え
ら
れ

ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
、
昨
年
七
月
八
日
に
執

行
さ
れ
ま
し
た
町
長
選
挙
に
お

き
ま
し
て
、
町
民
の
皆
様
か
ら

無
投
票
当
選
と
い
う
大
変
名
誉

あ
る
ご
審
判
を
い
た
だ
き
、
再

び
町
政
の
舵
取
り
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
町
民
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
期
待
と
信
頼
に
誠
心
誠

意
お
応
え
す
る
た
め
、
町
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る
と
い
う
信

念
の
も
と
、
町
民
の
皆
様
の
声

に
耳
を
傾
け
、
夢
と
希
望
を
持

ち
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

決
意
も
新
た
に
町
政
に
取
り
組

む
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
カ
ー

リ
ン
グ
女
子
日
本
代
表
の
活
躍

な
ど
、
明
る
い
話
題
も
あ
り
ま

し
た
が
、
国
内
で
は
四
月
の
鳥

取
県
西
部
地
震
、
六
月
の
大
阪

府
北
部
地
震
、
そ
し
て
九
月
六

日
に
発
生
し
た
北
海
道
胆
振
東

部
地
震
で
は
多
く
の
尊
い
命
が

一
瞬
の
う
ち
に
奪
わ
れ
、
北
海

道
全
域
で
停
電
が
発
生
す
る
ブ

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
を
経
験
す
る
な

ど
、
日
本
各
地
で
自
然
災
害
に

見
舞
わ
れ
た
一
年
で
も
あ
り
ま

し
た
。

　
幸
い
本
町
で
は
人
命
に
関
わ

る
大
き
な
災
害
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
住
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
べ
く
責
任
を
持
つ
自

治
体
と
し
て
、
防
災
の
取
組
に

対
す
る
決
意
を
新
た
に
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
本
年
は
、
四
月
三
十
日
に
天

皇
陛
下
が
退
位
さ
れ
、
翌
五
月

一
日
に
皇
太
子
さ
ま
が
即
位
さ

れ
る
節
目
の
年
で
も
あ
り
ま

す
。
三
十
年
間
続
い
た
「
平
成
」

の
時
代
は
終
わ
り
ま
す
が
、
本

町
に
と
っ
て
節
目
の
年
と
な
る

二
〇
三
〇
年
度
末
に
は
北
海
道

新
幹
線
が
札
幌
ま
で
延
伸
さ

れ
、
現
駅
に
併
設
さ
れ
る
新
幹

線
長
万
部
駅
は
道
南
の
広
域
玄

関
口
と
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
ま
さ
に
町
の
未
来
を
大
き

く
変
貌
さ
せ
る
好
機
で
あ
り
ま

す
。

　
今
後
と
も
町
民
の
皆
様
と
知

恵
を
絞
り
力
を
合
わ
せ
、
新
駅

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
や
観

光
の
振
興
、
東
京
理
科
大
学
と

本
町
の
連
携
に
よ
る
ア
グ
リ
ビ

ジ
ネ
ス
事
業
の
成
功
に
向
け
た

取
組
な
ど
、
本
町
の
明
る
い
未

来
に
向
け
た
諸
施
策
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
新
年
も
町
民
皆
様

の
格
段
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
今
年
も
皆
様
方
に

と
り
ま
し
て
、
健
や
か
で
穏
や

か
な
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

新年あけまして
～町民のみなさまへ謹んで

長
万
部
町
長

木

幡

正

志

新

おめでとうございます
新年のご挨拶を申し上げます～

年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
健

や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

  

ま
た
、
町
政
は
も
と
よ
り
議

会
運
営
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
昨
年
を
顧
み
ま
す
と
平
昌
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
日
本
人
の
活

躍
、
韓
国
、
北
朝
鮮
の
南
北
首

脳
会
談
で
の
朝
鮮
半
島
非
核
化

合
意
、
史
上
初
の
米
朝
首
脳
会

談
に
よ
る
緊
張
緩
和
な
ど
明
る

い
話
題
も
あ
り
ま
し
た
が
、
国

内
で
は
、
昨
年
の
世
相
を
表
す

漢
字
に「
災
」が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
選
ん
だ
理
由
に
北
海
道
胆
振

東
部
地
震
や
大
阪
府
北
部
地

震
、
西
日
本
豪
雨
や
台
風
、
記

録
的
な
猛
暑
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
、
ま
た
、
今
年
、
新
元
号
を

迎
え
る
こ
と
か
ら
、
災
害
の
被

害
減
少
を
願
う
声
も
多
か
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

  

幸
い
に
も
本
町
に
お
い
て
は
、

こ
の
よ
う
な
大
き
な
災
害
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
各
地
で

自
然
が
猛
威
を
振
る
っ
た
一
年

で
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
方
自
治
体
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
依
然
と
し
て
厳

し
く
、
特
に
人
口
減
少
が
著
し

い
地
方
に
と
っ
て
は
経
済
情
勢

も
含
め
、
時
代
の
先
行
き
が
ま

す
ま
す
不
透
明
感
を
増
し
て
お

り
ま
す
。

　
本
町
に
お
い
て
は
、
少
子
高

齢
化
へ
の
対
応
、
産
業
・
教
育

の
振
興
、
環
境
や
防
災
対
策
、

北
海
道
新
幹
線
長
万
部
駅
開
業

に
向
け
て
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど

の
課
題
が
山
積
み
し
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

を
抱
え
る
中
、
議
会
と
そ
の
議

員
が
果
た
す
べ
き
役
割
と
責
任

は
、
ま
す
ま
す
増
大
し
て
き
て

お
り
ま
す
。

　
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
特

別
委
員
会
に
お
い
て
「
開
か
れ

た
議
会
」「
身
近
な
議
会
」
を
目

指
し
、
各
種
団
体
と
の
意
見
交

換
会
の
開
催
や
議
会
開
催
周
知

チ
ラ
シ
の
配
布
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
の
会
議
録
の
公
開
、
傍
聴

手
続
き
の
緩
和
、
会
派
制
度
の

廃
止
な
ど
、
少
し
ず
つ
で
は
あ

り
ま
す
が
改
革
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、
新
幹
線
駅
周
辺
整
備

状
況
の
視
察
を
行
う
な
ど
調
査

研
究
に
も
取
り
組
ん
で
き
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
私
ど
も
議
会
議
員
も
今
年
四

月
で
任
期
満
了
と
な
り
、
地
方

統
一
選
挙
を
控
え
、
慌
た
だ
し

い
年
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
議
員
と
し
て
の
役
割
と

責
任
の
重
さ
を
自
覚
し
、
町
民

の
福
祉
向
上
と
安
全
・
安
心
し

て
住
む
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
に
全
力
を
尽
く
し
て
参
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導

ご
鞭
撻
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
町
民
の
皆
様
に
と

り
ま
し
て
、
本
年
が
よ
り
実
り

あ
る
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

新年あけまして
～町民のみなさまへ謹んで

長
万
部
町
議
会
議
長

辻
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、
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を
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、
夢
と
希
望
を
持

ち
安
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が
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を
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、
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に
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に
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所
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、
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日
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の
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ど
、
明
る
い
話
題
も
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が
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、
そ
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海
道
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部
地
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で
は
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が
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、
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は
人
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に
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あ
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と
財

産
を
守
る
べ
く
責
任
を
持
つ
自

治
体
と
し
て
、
防
災
の
取
組
に

対
す
る
決
意
を
新
た
に
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
本
年
は
、
四
月
三
十
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に
天

皇
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下
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退
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れ
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五
月

一
日
に
皇
太
子
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が
即
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れ
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節
目
の
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平
成
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目
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や
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京
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と
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、
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、
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ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
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び
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ま
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、
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を
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厚
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上
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を
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と
平
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オ
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の
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活
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、
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国
、
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の
南
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非
核
化

合
意
、
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の
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に
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緊
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る
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が
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す
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字
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由
に
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や
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、
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日
本
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や
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、
記
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的
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が
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、
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、
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、
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、
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の
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減
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を
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う
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も
多
か
っ
た

と
言
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す
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幸
い
に
も
本
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に
お
い
て
は
、
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の
よ
う
な
大
き
な
災
害
は
あ
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ま
せ
ん
で
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た
が
、
各
地
で

自
然
が
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威
を
振
る
っ
た
一
年

で
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
方
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治
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を
取
り
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く
環
境
は
、
依
然
と
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て
厳

し
く
、
特
に
人
口
減
少
が
著
し

い
地
方
に
と
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て
は
経
済
情
勢

も
含
め
、
時
代
の
先
行
き
が
ま

す
ま
す
不
透
明
感
を
増
し
て
お

り
ま
す
。

　
本
町
に
お
い
て
は
、
少
子
高

齢
化
へ
の
対
応
、
産
業
・
教
育

の
振
興
、
環
境
や
防
災
対
策
、

北
海
道
新
幹
線
長
万
部
駅
開
業

に
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て
の
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な
ど

の
課
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が
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積
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て
お
り
、

こ
の
よ
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な
さ
ま
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な
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題

を
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え
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中
、
議
会
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そ
の
議

員
が
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た
す
べ
き
役
割
と
責
任

は
、
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す
ま
す
増
大
し
て
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て

お
り
ま
す
。

　
議
会
に
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き
ま
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て
は
、
特

別
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に
お
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て
「
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れ

た
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」「
身
近
な
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会
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を
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指
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団
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の
意
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や
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知
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の
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の
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の
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、
傍
聴

手
続
き
の
緩
和
、
会
派
制
度
の

廃
止
な
ど
、
少
し
ず
つ
で
は
あ

り
ま
す
が
改
革
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、
新
幹
線
駅
周
辺
整
備

状
況
の
視
察
を
行
う
な
ど
調
査

研
究
に
も
取
り
組
ん
で
き
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
私
ど
も
議
会
議
員
も
今
年
四

月
で
任
期
満
了
と
な
り
、
地
方

統
一
選
挙
を
控
え
、
慌
た
だ
し

い
年
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
議
員
と
し
て
の
役
割
と

責
任
の
重
さ
を
自
覚
し
、
町
民

の
福
祉
向
上
と
安
全
・
安
心
し

て
住
む
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
に
全
力
を
尽
く
し
て
参
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導

ご
鞭
撻
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
町
民
の
皆
様
に
と

り
ま
し
て
、
本
年
が
よ
り
実
り

あ
る
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

新年あけまして
～町民のみなさまへ謹んで

長
万
部
町
議
会
議
長

辻
　

義

雄

2019年 亥年
年頭のご挨拶

新


